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１．研究計画の概要
新潟という地方の歴史的課題を考察させ

るための人物学習教材を開発する。具体的に
は，川村修就，良寛，山際七司，北一輝，田
中角栄など，これまでの社会科教育で，あま
り取り上げられてこなかったけれども，それ
らの人物の生涯や取り組みを学習させるこ
とで，新潟の歴史的な課題や役割が見えてく
るような教材の開発に努める。

２．研究の進捗状況
（1）川村修就については，近世の日本と東
アジアの経済構造の中で，新潟を位置づける
教育内容開発を行い，日本グローバル教育学
会で発表するとともに，附属新潟中学校で実
験授業を行い，その有効性を確かめた。

（2）良寛については，近世幕藩体制内での
生き方を倫理的な教育内容として開発し，全
国社会科教育学会のシンポジウムで提案す
ると共に，公民科教育法などの講義で活用し
ている。

（3）北一輝については，その政治思想と出
身地佐渡の風土の関連性を切り口とした教
育内容を開発し，日本公民教育学会で報告す
るとともに，地歴科教育法の講義などで活用
している。

（4）田中角栄については，近代になってか
らの新潟の「裏日本化」現象に対抗する政策
を推進した政治家としての教育内容開発を
行い，指導案と教材を開発した。

３．現在までの達成度

②おおむね順調に進展している。

４．今後の研究の推進方策
（1）山際七司について，新潟市教育委員会
指導主事兵藤精一氏と連携して，教育内容開
発を推進する。

（2）開発してきた人物学習の教育内容を，
全体としてまとめ，郷土史学習のための大単
元として組織する。

（3）新潟県社会科教育学会などで，開発し
た教育内容の周知・啓蒙を推進する。

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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